
☆「スタンドパイプ」ってご存知ですか？    ―もうすぐ購入しますー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★火災発生現場に消防車がすぐに到着できるとは限りません。その時は、「地域住民が協力して消火」

にあたる必要があります。 

★「スタンドパイプ」は、道路上にある「消火栓」に差し込み、ホースをつなぎ、消火を行います。軽

量で操作も簡単、訓練すればだれでも、初期消火活動ができます、皆さまのご協力をお願いします。 

 

★つくし野 1・2 丁目自治会では、今、スタンドパイプの早期

設置に向け準備を進めています。 

★設置場所は、「東光寺踏切近くの広場」、「貝がら公園」、

「宮前公園」の３箇所を予定しています。 

★「消火栓の位置から６０ｍぐらい」が放水可能になります。 

★スタンドパイプの導入は、操作訓練の実績（最低４回）が町田市の補助金を受ける必要条件です。 

そこで、当自治会主催の防災訓練にも実習訓練を予定しています・・住民の皆さまのご協力お願いします。 

 

①７月２６日、町田４小で行われた訓練、②８月２日、南つくし野で行われた訓練では暑いのによくがんばりました。 
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放水開始！ 



☆「8・30避難施設開設運営訓練」が行われました。 

 ８月３０日（日）午前９時～正午 於・つくし野小学校体育館 

1、仮設トイレ組み立て訓練・・結構大変でした、でも 2回目はスムーズに出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、バルーン投光機組み立て作動訓練・・明るいのにびっくり！              

ろ水機は整備不良でうまく作動しませんでした。 

 

 

 

 

 

 

3、かまど組立て、着火、アルファ化米炊き出し訓練・・ガス屋さんが

到着するまで時間がかかり、５０食＊８リットル水＊２０分・・でも食べてみたら、美味しかった。 

つくし野１～４丁目自主防災組織（約５０名）と町田市避難施設指定職員、学校教職員が訓練に参加者しまし

た。 

1、仮設トイレ、組立て解体かまど組立て、着火、炊き出し 

2、ろ水機発動、バルーン灯光器作動 

3、かまど組立て、着火、炊き出し 

市職員、教職員、自主防災の順で訓練が行われました。 


